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　　 Among 　the　hydrocarbon　utilizing　bacteria　previously　reported 　by　the　authors 　to　be

capable 　of　producing　amino 　acids ，
　several 　 strains 　 were 　 found　to　be　richly 　 productive　 of　a −

ketoglutaric　acid 　from　 n ．alkanes ，　 The　yield　of　the　acld　by　these　strails 　was 　more 　than 　40％

っ fthe　 consumed 　 hydrQcarbons．　 Particularly
，
　Co厂ッnebacterium 　 sp ．（KY 　4439） was 　the

highest三n 　productivity．　 Additions　of　 corn 　 steep 　liquor　 and 　 thiamine 　 at　 subOptimal 　 con ．

・centrations 　together　with 　appropriate 　amounts 　of 　Fe ＋＋

and 　trace　metal 　ions　were 　effective 　for

the　production 　of　a ．ketoglutaric　acid．　 To　keep　the　pH 　under 　 control 　between　6．7and 　7．Oby

feeding　NH ，OH 　was 　also 　 contributive ．　 The　production 　ratio 　to　the 　consumption 　hydrocar．

bons　 was 　increased　by　 the　lowering　of　 the　 concentration 　of 　 hy〔lrocarbons　 in　 the 皿 edium ．

With 　an 　 addition 　of 　8．7 ％ （v／v）of 仰 ara 缶ns 　the　acid 　yield　reached 闘 high　as　85．5 ％．

緒 言

　近年，各 種 炭 化 水素 の 微 生物 に よ る 利用 が 広 く研究

さ れ て おり，なか で も従来の 糖質に代り，よ り安価で

．且つ 豊富，安定 した 発酵原料 と して の利用 に関心が 集

ま っ て い る．われ われは 先 に n 一ア ル カ ン か らの 優 良

な ア ミノ 酸生産菌 の 分 離選択 に つ い て 報 告 した が
1），

これ らの 生産 菌 の な か に n ア ル カ ン か ら収率 よ くa 一

ケ トグル タ
ール 酸 を 生成蓄積 す る もの を多数認 め た ，

　す で に 炭 化水素 か らの α
一
ケ トグル タ

ール 酸 の 生 産

に つ い て は細菌 を 用 い た 今田 ら
2） お よ び酵 母 を用 い た

都河 ら
3）

の 報告 が あ るが ，一般 に 炭 化水素発酵 で は 炭

素 源 の 溶 解 度，分 散 な どに 糖質原料 の 発 酵 に は な か っ

た新 し い 問題 点が あ る が，他方 こ の 発酵 は一
種の 酸素

凅 定発酵 で あ り，対炭素源収率 の 面 で は糖質原料の 場

合 に比 して 遥か に 有利 に なるこ とが予想 され，すで に

酵 母 菌体 の 生産に おい て，n
一パ ラ フ ィ ンか ら約 1対 1

の 重 量 比 で 菌体が 生 産 さ れ る こ とが 実証 さ れ て い る4 ）．

菌体外生産物の 発酵 に つ い て もこ れ らの こ とは興沫あ

る点 で あ るが，本報 で は こ の 点 を α
一
ケ トグル タール

酸の生産 に つ い て 検討し たの で
， そ の 結果 に つ い て 報

告す る．

実 験 方 法

　1， 使 用 菌株　　 Arthrobactei・Parafiinetts　 KY

4303 （ATCC 　15591）お よ びそ の 他の 炭 化水 糞資「ヒ性

菌多数 を使用 した ．

　2． 培養方法　　ブイ ヨ ン 培地に 30℃，24蒔間振盪

培養 した種培養を 5％ の 割合で 坂 ロ フ ラ ス コ に 用 意 し

た発酵培地 に 植菌 し，
30℃ で 振盪培養を行な っ た，発
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酵培地 の 組成 は 別記 した以外は 次 の 通 りで ある ．n
一パ

ラフ ィ ン 混合物 5−−10％
’
（v ／v ），NH4NO32 ％ ，

　 KH ，

PO402 ％，　MgSO4 ・7H200 ，1％，　MnSO ‘
・4H20 　O，OO2

％ ，
FeSO ‘

・7H200 ．002％，　CSL 　O．  1〜0，02％，サ イ ァ

ミンーHC10 〜27 ／1，　 CaCO32 ％ ， フ ェ ノ
ール レ ッ ド

0．001％ ，pH 　7．2，こ の 中，　 n一パ ラ フ ィ ン ．　 NH ‘NO3 ，

cacO3 は 別殺菌 して 添 加 し，　 n一パ ラ フ ィ ン 以外の 全

容を 20　ml とした．培養中の pH 　it　20％ （NH4 ）zCO3

5％ 尿素混合液に て 7．0〜7．5 に調節 した．51−jar

fermentorに よ る培 養 の 種 培地 お よ び発 酵培地 の 組 成

は上記 フ ラ ス コ の 発酵培地 と同 じで あ る．た だ し CSL

O．05％，サ イア ミン お よ び フ ＝ ノ
ール レ ・

ソ ドは無添加。

pH 　6．7
， 培養温度 30℃，撹 拌　800　rp 皿 ，通 気 3　1／皿 iロ．

　3． 分析方法　　 α一ケ トグル タール 酸 は Friede・

mann 　Haugen 法
5 ），　 L一グ ル タ ミン 酸は E．　coli の L一

グル タ ミ ン 酸 脱 炭 酸 酵素
6） に よ り測定 した，ク エ ン 酸

は Perlman
，
　Lardy

， ∫ohnson 法n に よ り定量 した．

　使用 した n 一パ ラ フ ィ ン は 関東高圧化学 の 製品で 主

として 炭素数 12，13，14，15 の n一パ ラ フ ィ ン の 等容

混合物を用 い た．

　残存 ”
一一

・ Ne ラ フ ィ ン の 定量 に は CaCOs を 溶解 した

発 酵液 2ml を遠 心 分離管 に と り，エ タ ノ
ール 4ml ，

n −一ヘ キ サ ン 2ml を添加 し十分撹拌 した 後，3000　rpm

20分遠心分離 し，n一ヘ キ サ ン層 に つ い て 熱 電導度型検

出 に よ る ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 法 に よ り分析 し，各

n一ア ル カ ン の 重量 の 総和で 表わ し た．

Table　1． Productivity　of α ・keto91utarate　 of　 var 三〇 us

strains ．

Strains
Conversion　yield　（％）

必 KG 即 G・U　1… a｝

Arthre うacter

ParaLt7ineus　KY 　4303

Corrv7iebacte厂毎 皿 　　 ・1
埆 曜 加

饗鶚，。gi
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

C・刎 ・・う磁 β・伽 sp ・ I
　 　 　 　 　 　 KY 　4439

Cor．v7iebacterium 　 sP

　 　 　 　 　 　 KY 　4442

Unidenti丘ed 　 strain 　　 l

　 　 　 　 　 　 KY 　4433 ．

Unidentl丘ed 　 strain
　 　 　 　 　 　 KY 　4449

43．76 ，550 ，2

41．0　　　11．0　　　52．0

45，0　　　 14．0　　　 59．0

34．0

22，5

38．5

9．3　 　 43．3

10．0　　 32．5

11．7　　　50．2

　　　　　　　　　実 験 結 杲

　 1． 発酵生産物の 同定　　発酵液中に は通常著量の

α一ケ トグル タール 酸 と少量 の レ グ ル タ ミ ン 酸 お よ び

クエ ン 酸が 検出 され た．α
一
ケ トグル タ

ール 酸 は 2
，
4ジ

ニ トm フ ＝
ニ ール ヒ ドラ ゾ ン と し，

50％ メ タ ノ
ー

ル

溶液 か ら結晶化 し，標準品と融点，種 々 の 展開剤 を 用

い るベ ーパ ー
ク ロ マ トグ ラ フ ィ に お け る Rr 値 ， 元素

分析値，そ の 他を比較 し，完全 に一
致す る こ とを確 認

した．

　 2， 優良菌株 の 選定　　実験 に 使用 した菌株は Ar −

thi・ol ）acte7
・
Pal

・
afiineus 　KY 　4303 を 始 め，前報

D
に お

い て α
一
ゲ トグル タ

ール 酸 の 生 成 能 の 良好 で あ っ た 細

菌数株で あ り，こ れ らの 生産能を 比較した結果，対消

費 71
−一パ ラ フ ィ ン 収率 と して α

一
ケ ト グル タール 酸が

40％以上，また α
一
ケ トグル タ

ー
ル 酸 と L一グル タ ミ ン

酸 の 和 と して 50％ 以上生産す る もの が 多数認 め られ

た （Table　1）．収率は い ずれ も対消費パ ラ フ ィ ン と し

て 表わ して あ る．こ れ らの 中，最 も優良な もの は Cer−

．vnebacterinnz 　 sp ．　KY 　4439 で ，．以 後 こ れ に つ い て 実

n・Paエa 伍 n ： 5％ （v／v ），　 Exp ．　 with 　500　ml 　fiask，
Culture　time ： 72　hr，

験し た．

　3． 生産条件の 検討

A ．炭素数の 影響　　炭素数11か ら18に至 る各単一
の
．

n一パ ラフ ィ ン を炭素源として 生産能を しらべ た結果 ，

い ずれ の もの か ら も著量の α
一ケ トグル タ

ール 酸 が 生

産 され たが，特 に CI3 か らの 生 産 が 最 も良好で あ っ

た．い グ ル タ ミ ン 酸 の 生産 に つ い て も同様な 傾向が 認

め られ た （Table　2）。

Table　2．　 Ef！ect　 of 　 carbon 　 numbers 　 of 　 n・pa瓰 伍 ns 、

CarbOn　 sources

ConversiOn　yield　（％）

1　 a −KGA ・ G ・ulT … 1

n −Undecane

n−Dodecane
n −Tridecane

n・Tetradecane
n・Pentadecane

n．Hexadecane

n −Heptadecane
n・Octadecane

19，516
．332

．325

．023
．721

．820

．123

，7

9．410

．313

．110

．311
．810

．610
．26

．2

964054398655520922433332

Used　 strain ： Coryne加 cterium 　KY 　4439

冗
・Para伍 n ： 10％ （v 〆v ），

Culture　 time ： 72　hr，　 Exp ．　 with 　500　ml 　 fiask

B ．窒 素 源 の 影 響　　無機窒素 源 と して 硫 安，硝安，

塩安を比較した が い ず れ の 窒素源 とも大差 は 認 め られ

な か っ た が，α 一ケ トグル タ
ール 酸 の 生 産 に は硝 安が 若

千 好 結 果 で あ り，L一グ ル タ ミ ン 酸 の 生産 に は塩 安 が や
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や 良好 で あ っ た （Table　3）．

　また ， 硝安に つ い て濃度の 影響を 検討 した結果 ，
α一

ケ トグル タ
ー

ル 酸 の生産に 対して は 1．5 ない し 2．0％

が 最適 で あ っ た．い グル タ ミ ン酸 の 生産 は NH ♂ の

増加 と共に 若干上昇す る傾向を示 し た （Table　4＞．

Table　 5．　 Effect　 of 　 CSL 　 concentration ．

Conc ．　 of 　 CSL

　　（％）

Table 　3．　 Effect　 o ｛　 inorganic　 nitrogen 　 sources ．

　

2
曽
Q

　

OO125

00

 

0
（
UO

Conversion　yield　（％）

α
一KGA9

．923

．728

，519

，112

．83

．9

L・GLUTotal

3．64

．42

。63

．03

．11

．5

工2．828

．131

．122

．115

，95

．4

（NH4 ）2SO ‘

ー

ウ一
〇
〇

31．033

．537
．5

1，50

．70

．2

32．534
．237

．7

n・Paraf五n ： 10％ （v／v ），　 Culture　time ： 72　hr．

Table　 6．　 Effect　 of 　 thiamine 　 concentration ．

NH4NO3

ー

ワ】

3

37．039

，528

．0

2．21

．21

．2

NH ，Cl12
〔
d

26．028

．031
．5

2．52

．54

．2

39．240

．729

，3

　 Conc ．　 of

thiamine −HC1

　　（γ／1）

Conversion　yield　（％ ）

α一KGA 卜 GLU

28．530

．535

，7

π
・Para伍 n ： 5％　（v／v ），　 Culture　 time ； 72　 hr．

　 0

　 2

　 102002000

23．73LO19

．00
．00

，0

4．46

．05
．00

．30

．1

Total28

．137

．024

．00

．30

．1

Table　4，　 Effect　of　NH6NO ，
　concentration ．

n・ParaMn ： 10％ （v／v ），　 CSL ： 0．Ol　g6
Culture　 time ： 72　 hr，

Conc．　of 　NH ‘NO31

　　　（％）　　 l
　　　　　　　　I

Conversion　yield 　（％ ）

a ・KGA
　1・ GLu 　l　 T ・t・1

0．20

．51
．01
．52

．03

．0

14．711

．216

，729

．523

，715

，0

1．32

．04

．14

．94
．45

．1

16．013

．220

．834

．428

．120

，1

n −Pa皿 伍 n ： 10％ （v ／v ）．　Culture　time ： 72　hr．

C ．有機栄養源お よび サ イ ァ ミ ン の 影響　　有機栄養

源と して com 　 steep 　 liquorの 濃度 の 影響 を し ら べ

て み る と，CSL 　 O．02〜0．05 ％ とか なり低 い 濃度 の

と こ ろが最適 で あ り，0．2％ 以上 に な る と生 育 は増加

す る が α
一
ケ ト グル タ

ー
ル 酸 の 生産 は 著 し く低下 した

（Table 　5）．

　使用菌 は 生育 に サ イ ァ ミ ン を要求す る こ とが 判 っ て

お り
1 ），CSL の 影響 は サ イ ァ ミ ン の 効果 と予想 さ れ た

の で ，次 に サ イ ァ ミ ン の 濃度 に つ い て 検討 し た．こ の

場含の CSL の 濃度は 0．01％ で ある．

　生 育 量 は サ イ ァ ミ ン 濃度 の 増加 に 伴 い 増大 した が，

α 一ケ トグル タール 酸 の 生産 に はサ イ ァ ミ ン 2r／1 附近

が 最 適 で あ っ た ．サ イ ア ミ ン の 濃度 107 ／1 以 上で は

α一ケ トグ ル タール 酸の 生産 は 著 し く低下 した ， L−・グ

ル タ ミン酸の 生産 に対して も同様な傾 向が 認め られた

（Table　6）．

　 サ イ ア ミ ン の こ の よ うな効果は π
一パ ラ フ ィ ン か ら

の い グル タ ミ ン 酸の 生 産 お よ び α
一ケ トグル タ

ール 酸

の 生 産に つ い て 他 の 研究者 ら
2・S） に よ っ て も 広 く認 め

られ て い る．

D ．金 属 イ オ ン の 影響　　次 に 金属 イ オ ン と して Fe＋．

Mg 棒，　Mn ＋ およ び trace　metal 　ions の 影響 に つ い

て 検討 した．

　Table　7 に 示 すよ うに，　 a 一ケ ト グル タール 酸 の 生 産

に は Fe砦
の 濃度を 高 く し，　 trace　 metal 　ionsを 若干

添加す る こ とが好結果 を与 え た．

　 11一パ ラ フ ィ ン か らの α
一ケ トグル タール 酸発酵 に お

ける Fe若 の 必須性 お よ び それ が 必要 と され る過程 に

つ い て は 今 田 らの 詳 しい 報告
2） が あ る．

　 次 に CaCO ， の 添 加 効 果 に つ い て 検討 した と こ ろ，

Table　8 に 示 した よ うに CaCO ， を 添加 しな い 場合に

は α
一
ケ トグル タ

ー
ル 酸 も い グ ル タ ミ ン 酸 の 生産 も著

し く低 か っ た．Jar　feロ nentor を 用 い NH ，OH で pH

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

294 田 中勝宣 ・木村一雄 ・鈴木武夫 ・山口　健 ・木下 祝郎　　〔醸工　第47巻 ，
1969年

Table 　7．　 Effect　of　various 皿 etal　ions．

CQnc ．　 of 　metal 　ions

FeSO ‘
・7H20

e．　oa2％

0．010
．020
．050
．1

　　　　　　　0．002％

　 　 　 　 　 　 　0．01

MnSO4 ・4H200 ．02

　 　 　 　 　 　 　0．05

　 　 　 　 　 　 　0．1

Conversion　yield （％）

島 KGA トG切

22，423
．627

，531
．027
．526

，622

．821
．021

．720

．5

3．33
．64

．44

．84
．84

．03

．94
．34
．4

TOtal25

．727
．231

．939

．832

．3

　 　 　

3．6124 ．1
　 　 …

30．626

．725
．326

．1

（）onc ．0 壬　皿 et駐1　iOTIS

MgSO ，
・7H ，O

％ー
ウ創

34PO

AUOOOO

Conversion　yield　（％）

a ・KGA25

．025
．625

．623

．826
．8

　 　 　 1
L・GLU 　 l　 Total
　 　 　 L4

，64
．34

．04

．04

．0

Trace　 metal

　solution ＊

o　ml ／ii

o．5　 1
1．05

．010

．0

27．328

．538
．721

．017

，2

4．14

．84

．54

．54

，8

29．629
．929

．627

．830
．831

．433

．343

．225

．522
．0

＊ Na ，B‘07・10H20 　 88　mg ／l

CoCl2・6H20 　　　　10

ZnSO4 ・7HzO 　　10　 mg ／l

CuSO4 ・5H20 　　300

Na2MoO ，
・2H20 　 40　mgfl

n 、Para伍 n ： 10％　（v ／v ）

を 7。5 に control しなが ら検討した結果，　 CaCO ・ の

存在は 必須条件で は な く， フ ラ ス コ 実験 に お け る Ca

CO3 の 効 果 は 大 部分 pH の 調 節作用 に あ る と理 解さ

．れ た が，なお CaC12の 添加 に見 られ る よ うに Ca＋ は

α
一ケ トグル タ

ー
ル 酸 の 生産 を 若干促 進す る こ とが 認

め られた （Table　9）．

E 。pH 　control の 影響　　Jar　fermentorを用 い pH

Table　8．　 Effect　 of 　CaCO3 ．

を NH ‘OH ま た は 5NNaOH で 6．7 に control し

な が ら発 酵 を 行 な っ た 結果，pH 　eontrol は α
一ケ トグ

ル タール 酸 の 生産 に 有効で あり， 特に NH ，OH に よ

る contro1 が 良好で あ っ た．

　α
一ケ トグル タール 酸の 生産 に 対 して 最適 の pH は

6，7〜7．0 で あ り．L一グル タ ミ ン 酸 の 生産 に は 7．0〜

7．5 が 良好 で あ っ た （Table　IO）．

　NH40H の feedingを行な っ て も好収率 で α
一ケ ト

グ ル タ
ール 酸が 生成 す る こ と は興味深 い．

Conc．　 of 　CaCO3
　　 （％）

　

000

AU

ワ旧

3
匚

り

Conversion　yie正d　（％）

α・KGA 　　 L・GLU

1．037

．535

．125
．3

2．511
．210

．613

．7

Teta1
Table　10．　 Effect　of　pH 　control 　by　NH40H ．

3．548
．745

．739

．0

pH

Conversion　yield　（％）

α ．KGA L・GLU

6，06

．77

，07

，5

48．452

．854

．545
．5

5．718

．919

．920

．3

Total

η
一Pa皿 f五且 ： 10％ （v ／v ），

　 Exp．　with 　500　mi 　flask，
Culture　time ： 72　hr．

54．171
．774

．465

．8

Table　9，　 Effect　 of 　 calcium 　ion，
n ・Paraf丘n ： 18．7 ％ （v ／v ），

　 Culture　ti皿 e 二 69　hr
，

Exp．　with 　51−jar　fermentor．

Conversion　yield　（％）
Ca”

　 　 　 　 L

1借 KGA 　rレ GLU

NoneCaCO3

　 　　 2％

CaCl2・2H200 ．1％

44．046

、248

．3

16．319

．819

．8

1・・t・160

，366

，068

．1

n −Para伍 n ： 18．7 ％　（v ／v ），　Culture　time； 69　hr，
Exp．　 with 　 51・jar　fermentor．

　4　発酵収率

A ．サ イ ァ ミ ン 濃度 の 影響　　本発酵 に お い て 主な発

酵生産 物は α
一ケ トグル タ

ー
ル 酸 と L一グル タ ミ ン 酸 の

ほ か に 細菌々 体 で あ る と し，細 菌 々 体 生 成 の た め に 消

evさtzる炭索源 を 差 し引 い て 発酵収率 を 計算 し直 して

み る と，Tab］e　11 に示 した よ うに な る．

　 こ の 場合，乾燥菌体 1g は η
一パ ラ フ ィ ン lg か ら
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Table　11．　Ef〔ect　of　 thiamine　 concentration 　on

　　　　　 productiv三ty．

毒饂譜 ｛譱 ・ ・。・

HCI （7／t）　 　　（％）

うに な り，撹梓数 600〜800rpm で の 差は ほ とん ど認

められなか っ た．

Table　13．　Effect　 of 　agitation ，

　 0

　 101001000

75．168

．146

，35
．0

95，091

．566

，57
．1

172

〃

〃

〃

55．253
．238

．74

．王

π
一Paraffin： 18．7％ （v ／v ），

　 Culture　time 二 69　hr，
Exp．　w 三th　51 −jar　fermentor，
＿・Assumptions：
　 （1）n −Para磁n 　lg → Dry　cells　lg

　 （2）6CnHzpt．2→ 3η Acetate→ π α・KGA 　or

　 　 　 L．GLU

珈

 

 

跏

32063 ．31

363　 71．8
470　 　69．4

550　 69．0

・2・・ 1
器：：
87．3

172
〃

〃

〃

41．949

，549
．550
．5

生成 され る とす る酵母 に つ い て の 実験結果の
を そ の ま

ま仮定 し ， 発 酵中に 増殖した 菌体量と同量 の π
一パ ラ

フ ィ ン を差し引い て 対消費パ ラ フ ィ ン 収率を 示す と，

・a 一ケ トグル タ
ー

ル 酸 の 収率 は 95％ に も及ぷ こ とが 明

らか に な っ た．

　 ま た n一パ ラ フ ィ ン は β 酸 化を 受 けて 酢酸 に 分解 さ

れた後 ， 3分子 の 酢酸か ら 1分子 の α一ケ トグル ター

ル 酸が 生成する と 仮定 した場合の 対 n
一パ ラフ ィ ン の

理 論収率 は C14 に つ い て い え ば 172％ とな る．こ の

よ う に 計算 した 理 論収率 に 対する 実際 の 発酵 収 率は

55．2％ とな る．

B ，7z−一パ ラフ ィ ン 濃度の 影響　　次 に n 一パ ラ フ ィ ン

の 濃度に つ い て 検討を加 え た結果， 濃度の 低 い方 が収

率 が よ く，n −−A °ラ フ ィ ン 8．7％ か らは対 η
一パ ラ フ ィ

ン 収率 85．5％ ときわ め て高い 収率の発酵が進行する

こ とが 認め られ た （Table　12）．

Table　12．　 Effect　of 　 cnocentration 　of 　 carbon 　 source ．

灘 ：畿 慧三膿 騰
・・

69．964

．551

．243

．8

ル Palaf丘n ： 18．7％　（v ／v），
　 Culture　time ： 69　hr

，

EXP．　 with 　5！−jar　fermentor．

　　　　　　　　 考　　　 察

　上述 し たよ うに
，

η一パ ラ フ ィ ン を原料 とする α 一ケ

トグ ル タール 酸発酵 は発酵収率 の 面で ，炭水化物を原

料 とし た場合
S）に 比 して遥かに 有利で ある こ とが 示 さ

れ，炭化水素発酵 が い わ ば一種の 酸素固定発酵 で あり，

対炭素源当りの 発酵収率は炭水化物 の場合を凌駕する

で あろ うと い う予想を実証 した もの と云 え よう．

　炭化水素 の 添加濃度 が 発酵収率に 及 ぼ す 影響は，

Table　 12 に示 した 通りで あるが．水 に 対する溶解度

の 微小な炭化水素の 微生物 へ の 取 り込み機構
9） や 分散，

通気効果と関連し， 今後検討され る べ き興味あ る問題

で あろ う．

　NHt の 過剰条件下 で もグル タ ミン 酸 の 生産量が低

く主と して α 一ケ トグ ル タール 酸 が 生産 され た こ と は

糖質か らの グル タ ミン 酸発 酵の 場合
1ω と比較 して興味

深 い．

8、715

．318

．722

．0

85．5 　　120　　1　172

76．9　　　 111　　　　　　〃

67．4　　　　88．1　旨　　 〃

60．5　　　　75．5　i　　 〃

　 　 　 　 　 　 　 i

Culture　 time ； 69　hr，
Exp ．　 with 　51−Jlar　 fermentor．

C ．通 気撹拝 の 影響　　こ の よ うな 好収 率 の 発酵 が 行

な わ れ るた め に は十分な酸素の 供給 が 必要 とされ る，

・そ こ で 撹拌 の 影響を 検討 した と こ ろ，Table　13 の よ

　　　　　　　　 要　　　 約

1．　 ア ミノ 酸生産能 の 良好な炭化水素資化性菌の なか

か ら，
α 一ケ トグル タール 酸 と L 一グル タ ミ ン 酸の 生産

総量が消費 n一パ ラ フ ィ ン の 50％ 以上に 及ぷ もの 数株

を選択 した．

2．　 こ れ らの 中， 最も優良で あっ た Corrvnebturterium

sp ．　KY 　4439 を用 い て ，
α 一ケ ト グル タール 酸 の 生産条

件に つ い て 検討を加 え ，
CSL ，サ イ ア ミン ，そ れぞ れ

の suboptimal 濃度 の 添 加，お よ び Fe ＋
，
　trace　rnetal

ions の 添加が α
一ケ トグル タール 酸 の 生産に 有効な こ

とを認めた．

3．　 NaOH ま た は NH40H に よ る pH 　 control が 有

効で あ り，
α 一ケ トグル タ

ール 酸 の 生産 に は pH 　6．7な

い し 7．Ocontroユが 至 適で あっ た，

4．　 n一パ ラフ ィ ン の 添加濃度 は 低 い 方が 発酵収率は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

296 田 中勝宣
・
木村

一雄 ・鈴木武夫 ・山 口　健 ・木下祝郎　 儼 工 　第47巻．1969年

よ く，n一パ ラ フ ィ ン 8．7％ （v ／v ）添加 に お け る α 一ケ

トグル タール 酸 の 生成収率 （w ／w ）は 85，5％ に達 し

た．

5， 撹拝の 影響を検討 した結果 ，
600〜800rpm （Kza

363〜550）で 大差 は認 め られ な か っ た．
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